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皆さん こんばんは。 

只今より、令和５年度第３回藤井寺市地域部活動あり方検討委員会を開催い

たします。 

 

私は、藤井寺市教育委員会学校教育課 課長代理の山川でございます。 

よろしくお願いいたします。 

 

開会に先立ちまして、委員の皆様方には、次の点についてご了解いただきます

ようお願いいたします。 

 

本委員会について、原則公開となっており、本日の傍聴者は １人です。 

 

次に本日の内容につきましては、議事録を作成いたしますため、録音させてい

ただきますので、ご了承願います。 

 

最後に、本日の委員会の内容の中で個人のプライバシーに関する内容が含ま

れた場合は、守秘義務も含め、適切に対応していただきますようお願いいたしま

す。 

 

以上のことについて、委員の皆様方には、ご理解いただきますようよろしくお願

いいたします。 

 

会に先立ちまして、前回の会議録についてです。資料１について、委員の皆さま

にはすでに送付させていただき、ご意見いただいた点については一部修正してお

ります。お示ししている内容で決定してよろしいでしょうか。 

（賛成） 

 

ありがとうございます。 

議事録につきましては、本日提示した資料とともに後日ホームページにアップす

る予定となっておりますのでご了承ください。 

 

それでは、これより、委員長と副委員長に司会進行していただきます。 

委員長、副委員長よろしくお願いします。 

 

それでは、次第２「地域移行に向けての課題について」です。 

１点目 民間運営団体の状況および委託業者について、事務局よりお願いしま
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す。 

 

前回の会議にて、民間運営されている団体について、ご意見がありました。事務

局で藤井寺市内や生徒が現実的に活動できる近隣市等で調査を行いました結

果を資料２でお示ししていますので確認願います。資料２に記載の団体は、掲載

について許可いただけた他団体のみとなっております。ほかに情報等をお持ちの

方がいれば情報提供お願いいたします。 

  また、地域移行を完全に業者に委託することも前回の協議で出ておりました。 

事務局で見積もりを依頼した結果を資料３でまとめております。 すべての休日の

部活動で年間６０００万円程度かかるとのことです。 平日も含めた場合では年間

で１億９０００万円程度です。 また、１つの部活動だけの委託については、休日の

部活動で年間３５０万円程度、平日も含めた場合では年間で１０００万円程度で

す。  

  以上です。 

 

  何かご質問、ご意見等はございますか。 

（なし） 

 

  年間２億円程度の財源をどうするのか。全額保護者負担ならば、1人あたり年

間２０万円程度となり、その負担額は現実的ではないと感じます。一部市の財源を

充てるとしても、大きな保護者負担は必要です。移行の方向性を検討して行く上

で財源確保は大きな課題だと感じます。 

 

 

それでは 3点目 「地域団体の状況」について です。 

前回の情報から追加があればよろしくお願いします。 

 

今回、スポーツ振興課からお示しいたしました資料４は、本市の各種スポーツ施

設を定期的に使用しておられる、各種スポーツ団体を一覧表にしたものでござい

ます。 

  この中には、藤井寺市体育協会に加盟されている団体や一般スポーツ団体も

含まれています。 

  ただし、すべての団体を抽出できたわけではないことと、この一覧表に記載され

ているすべての団体に指導者が存在するわけではないことを申し添えておきます。 

 以上でございます 

 

 

何かご質問、ご意見等はございますか。 
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  活動を把握している団体の記載がないがいかが 

 

  定期的に活動している団体のみの掲載である 

 

  学校開放を利用している団体はいかがか 

 

  市立総合体育館と競技場のみの記載である 

 

 

それでは４点目 生徒・保護者アンケートの結果について です。 

  事務局よろしくお願いします。 

 

  前回会議でご協議いただきましたアンケートを実施しましたので、結果について

報告させていただきます。 

  まずは、生徒アンケートの結果です。資料５をご覧ください。 

  回答数は６７９件で、回答率は約７０％でした。 

  学校部活動に参加している生徒に対する項目において、 

◎質問４の「学校の部活動に対して、どの程度満足していますか」では、７４％

が、満足していると回答しており、一方、不満を感じていると回答しているのは９％

でした。おおむねの生徒が満足していていることが伺えます。 

◎質問５「学校の部活動に所属している目的」では、「友達と楽しく活動するこ

と」が一番多く、「体力・技術を向上させること」が続いています。「大会・コンクー

ル等で良い成績を収めること」は３８％程度でした。学校部活動では、成績などの

結果より、楽しく活動したいという気持ちがある生徒が多いと思われます。 

◎質問６「学校の部活動顧問の先生から指導を受けることの良い点」では、

「体力・技術が向上できる」が一番多く、「日頃からよく知っている先生に、分かり

やすく指導してもらえる」は２番目で３８％でした。 

学校部活動以外の地域活動に参加している生徒に対する項目の 

◎質問９「学校の部活動ではなく学校以外のスポーツ活動・文化活動を選ん

だ理由では、「学校の部活動より、活動のレベルが高い」「自分の夢や目標に近

づくことができる」の回答が多くみられました。専門性を求めて地域の活動を選択

していることがわかります。 

また、回答者全員対象のアンケート項目である、 

◎質問１０「地域で行われるスポーツや文化活動に参加したいか」では、参加

したいが２９％、参加したくないが２８％、休日はしたくないが１６％、わからないが

２７％でした。参加の意思について意見が割れておりますが、わからないと回答し

ている生徒も多くいることより、今後地域部活動について、生徒への説明する機会

が必要になると思います。 

◎質問１１「休日の地域で行われる活動について、期待すること」では、特にな
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し以外では、「他校の生徒との交流できること」が一番多く回答されました。 

◎質問１２「休日の地域で行われる活動について、不安なこと」では、特になし

以外では、「指導者が変わる（学校の先生が指導者でなくなる）こと」が一番多

いです。また、金銭面の負担を心配する生徒も一定いることがわかります。また、先

ほどの質問項目では、一番多かった「他校との生徒との交流・活動」については、

不安に感じている生徒が一定数いる現状もみえます。 

  ◎質問１３の自由記載項目では、生徒のさまざまな思いが見られます。地域部

活動に対しての不安の声、そして不明な点なども挙げられております。 

 

次に、保護者アンケートの結果です。 

  回答数は３０６件でした。 

  学校部活動に参加している生徒の保護者に対する項目において、 

◎質問４の「学校の部活動に対して、どの程度満足していますか」では、６６％

が、満足していると回答しており、一方、不満を感じていると回答しているのは１

４％でした。おおむねの保護者が満足しておりますが、不満に感じている割合は生

徒よりやや多くなっております。 

◎質問５「学校の部活動に所属している目的」では、「友達と楽しく活動するこ

と」が一番多く、「チームワーク・協調性・共感を味うこと」が続いています。「大会・

コンクール等で良い成績を収めること」は１３％程度でした。 

◎質問６「学校の部活動顧問の先生から指導を受けることの良い点」では、、

「日頃からよく知っている先生に、分かりやすく指導してもらえる」が一番多くは４

４％でした。生徒の回答と比べると、保護者は教員に指導してもらうことについて、

一定安心感をもっている方が多いと思われます。 

学校部活動以外の地域活動に参加している生徒の保護者に対する項目の 

◎質問９「学校の部活動ではなく学校以外のスポーツ活動・文化活動を選ん

だ理由では、生徒と同じく、専門性を求めて地域の活動を選択していることがわ

かります。 

また、回答者全員対象のアンケート項目である、 

◎質問１０「地域で行われるスポーツや文化活動に参加させたいか」では、参

加させたいが４４％、参加させたくないが１５％、休日はさせたくないが９％、わから

ないが３２％でした。参加の意思については生徒と比べ参加させたいという意向

が多くみられますが、わからないと回答している保護者も多くいることより、保護者

に対しても、地域部活動についての説明する機会が必要になると思います。 

◎質問１２「休日の地域で行われる活動について、不安なこと」では、「活動時

間や活動場所が変わること」が５６％で一番多く、続いて、「金銭面の負担が増加

すること」となっております。 

◎質問１３「費用負担が発生した場合、妥当と考える月額」ですが、一番多かっ

た回答は「１円～２０００円」で４９％です。続いて「費用負担したくない」が２６％、

さらに、「２００１円～５０００円」２３％でした。また、平均値は、階級を用いて算出し
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た平均値は１２０９円でした。 

報告は以上です。 

 

何かご質問、ご意見等はございますか。 

 

・アンケートの個々の意見を見ると、もっと地域部活動への説明が必要だと思う。 

・土日だけの移行は保護者の不安もある。また、普段の練習を見ていない指導者

が試合に関わることは、指導者もやりにくいのではないかと感じる。 

 

・先が見えない。きとんとした説明が必要。 

 

・外部委託は、見積もりをみると、保護者負担が２０万とは現実的ではない。 

・できない理由を探せばいくらでもあるが、方向性が見えやすいところ、クラブを絞

って、モデルケースから始めることがいいのでは。 

・民間運営団体や地域団体との連携に加え、拠点校実施も視野に入れて検討で

きる。 

 

・拠点校式は現実的だと考えるが、どの方法にしても予算確保は課題。 

・中学校入学前にイベントを開催して体験会をするとか、斬新なアイディアが必

要。 

 

・業者委託はほぼ無理。そもそも学校部活動の意義を残したまま地域に移すこと

が目的だった。 

・アンケートを見ると、保護者は、安く、指導力も高くを期待しているが、それは無理

なことだと思う。部活動ではなく、習い事としてやったらいいのでは。 

 

・さきほど、やれるところからという意見があったが、文化部ではすでに地域の方

が中心に指導を行っている部活動もあり、そういうやりやすい部活からはじめてい

けるのではないか。教員の働き方改革という観点でも、少しでも前へすすめていく

ことを考える必要がある。 

 

・アンケートを見ても保護者の意見はばらばらである。もっとやってほしいという方

もいれば、部活以外のこともさせたいという方もいる。そういった中で、一律に時期

を区切ってすべて変えていくよりは、まずはモデルケースを実施し、その効果等を

検証し、保護者へ認知を広げていくことがいいと思う。 

・持続可能なものにしていくために、国や府の補助金や支援等を今後注視した

い。 

 

・先生方の情熱がアンケートの結果に反映されているが、そこから脱却しないとい
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けない。保護者の多くも教員による部活動を経験しているので脱却が難しい。 

・完全に地域移行するのか、指導者が教員以外だが学校が関わっていく形の地

域連携とするのかを検討しないといけない。 

・本検討会が子どもの運動や文化経験する機会の確保という観点から外れては

いけない。 

 

・国がめざそうとしている、子どもたちのスポーツや文化に触れる環境を整えるこ

とと、それが学校の先生方の働き方改革になるであろうということを同時にやって

いこうとしているが、そこにものすごく矛盾を以前から感じている。 

・高いレベルで活動したいという子は民間の運動クラブ等でいいが、楽しく運動し

たいという子どもたちへのバックアップやケアがどうできるのかが課題。 

 

・今、自分の中学校では、部活動の終了時間を年々早めてしている。保護者から

反発が出てくるのではないかと予想していたが、今のところ家の時間が増えるな

どで歓迎の雰囲気である。 

 

・私としては短くなると気になります。保護者の思いも様々あるのでは。 

 

・以前より、働き方改革の風潮は広がっている。保護者が勤務しているような、民

間のほうが進んでいて、学校や役所のほうが遅れていると感じる。教員の働き方

改革を進めていく上でも、進めていきたいが、それが難しい。 

 

・地域には、指導経験あり、指導に意欲的な方はいると思う。それを掘り起こしてい

くことも必要ではないか。 

 

・子どもに関わる指導者は、年齢が近いほうがいいのではないかと思う。子どもも

いろいろと相談しやすい。大学との連携している市町村もあると聞いたので、検討

してはどうか。指導者の育成にもつながる。 

 

・今後地域部活動をすすめていくのに、コーディネーターなどの事務局体制の整

備も必要であると考える。 

 

・アンケートの結果やみなさんのご発言から、地域移行に向けて様々なご意見等

があるところではありますが、国のガイドラインや府の指針等に鑑み、また教員の

働き方改革の推進のためには、現状維持ではなく、少しでも進めていくための方

針が必要ではないかと考えます。事務局どうでしょうか。 

 

  今回や今までの協議を受け、次回の会議にて、今後の方針等について事務局

より具体的な提案させていただき、みなさんで協議していただきたいと思います。 
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  他市町村の状況や好事例なども知りたいので準備いただきたい。 

 

  了解いたしました。 

 

続きまして、次第の３「事務連絡」についてです。 

事務局お願いします。 

 

本日はお忙しい中、貴重なお時間をいただき、ありがとうございました。次回の

日程調整をさせていただきます。 

１２／１５（金）午後５：３０でどうでしょうか？ 

 

それでは、１２／１５（金）午後５：３０で開催いたします。 

開催場所が決まりましたら正式なご案内を送付させていただきます。 

 

これで、本日の案件はすべて終了いたしました。これを持ちまして「令和５年度 

第３回 藤井寺市地域部活動あり方検討委員会」を閉会といたします。 

ありがとうございました。 


